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［配置］ 縁 81％ 63％
中 11％ 35％
街路 8％ 3％
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　　   各図の下部の数字は，各年代の緑被率を示す。
　　   （航空写真から得た緑被データをもとに筆者作成）









































































































































































　　　　　   （2018年5月筆者撮影）
　かつては屋敷地の庭木であったと思われる
高木が，マンション建設によって敷地の縁に
取り残されている。 
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壁という固有の持続的文脈をもった空間の履
歴の中に自らの身を置き，その一部たろうと
する意識的・無意識的な感覚が存在するよう
に思われる。そして，仮に空間の履歴に対す
る現代人の感性が綻びかけているとするなら，
持続的文脈を可視化し，共有する研究実践が，
まちの個性を育て，将来に繋ぐために役立つ
のではないかと筆者らは考えている。
今後，白壁地区以外の町並み保全地区にも
対象を広げつつ，緑を切り口とする都市の持
続的文脈に関する研究を進める予定である。
白壁地区の調査に取り組むなかで浮かび上
がったいくつかの課題にふれることで，本稿
の締め括りとする。
一つは，調査地区の設定方法である。白壁
地区の今回の調査では，帯状のパッチを対象
エリアとして設定した。しかし，結果として
敷地や街区を分断するエリア設定となり，町
割・土地利用や緑被の変化をとらえるさいに
不都合が生じた。同時に，これらの時系列的
分析が調査エリア内に限定されたがゆえに，
分析が断片的となり，白壁地区全体としての
町割・土地利用の変化と緑被の変化の関係性
を探ることができなかった。これらの問題は，
調査エリアを街区単位で再設定することで，
ある程度解消されるのではないかと考えられる。
もう一つは，緑にかかわる人への注目である。
本稿では物理的な存在としての緑に限定した
分析を行ったが，緑の持続性という意味では，
緑の所有者や管理者，緑を見る人・楽しむ人
など，緑にかかわる人たちに目を向け，緑と
のつきあい方を明らかにする必要があろう。
緑を介した人と土地とのかかわりについて，
深い考察を行うことを今後の課題としたい。
注
1）　以下の白壁地区の歴史的背景に関する記述は，
東区制100周年記念事業実行委員会編（2008），
溝口編（2015）に基づく。
2）　たとえば，かつての森村組（現在の株式会社
ノリタケカンパニーリミテド）は，1896年，現
在の主税町公園一帯に大規模な絵付け工場を設
立した。
3）　資料の種類によって入手できた年次が異なる。
道路縁と建物を都市計画基本図から把握したた
め，町割および土地利用の分析では，都市計画
基本図の年次（1958年，1977年，1996年，2015
年）を基準とした。他方，緑被データの構築に
必要な航空写真については，撮影年次や精度な
どの都合で都市計画基本図と年次を揃えること
ができなかったため，できるだけ近い年次の写
真を用いることにした。
4）　住宅地図上に描かれた土地利用境界は必ずし
も正確でなかったため，今回は地割の変化は分
析の対象から外した。
5）　国土地理院提供の最新の航空写真が2007年撮
影のものであったため，今回分析対象とした最
後の年代のみ，より撮影年次の新しい名古屋市
の航空写真（2015年）を利用することにした。
6）　1959年の住宅地図によれば，現在の主税町公
園の南側に，当時の名古屋管区行政監察局や建
設省地理調査所などが入る施設が立地していた。
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